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2 段階励起パルスラジオリシス法により、パルス電子ビームにより発生した 1-ペンタノール中の溶媒和電子

を光励起し、過渡吸収ダイナミクスを観測した。–60 ℃では溶媒和電子の吸収のブリーチが観測され、ブリ

ーチが回復しないこと、および、光励起による溶媒和前電子が観測されないことから、–60 ℃では溶媒和前

電子の光励起は溶媒和前電子の生成に帰結しないことが実験的に明らかとなった。 
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1. 緒言 

水和電子・溶媒和電子に関する研究は、水和電子・溶媒和電子の存在が知られて以来、様々な議論がなさ

れてきた。現在でも放射線防護に関連した研究だけでなく、生物影響やガン治療、最先端ナノテクノロジー

技術である EUV リソグラフィーに関連して研究が続いており、その重要性は持続している。より基礎的な水

和電子の構造に関しても新しい理論計算が提出され[1]、基礎的な研究もいまだに必要な状況である。本研究

では、放射線照射によって作り出した溶媒和電子を光励起し、光励起された溶媒和電子の挙動を調べること

で溶媒和電子の電子構造に新たな知見を見出すことを目標とした。 

2. 実験 

阪大産研量子ビーム科学研究施設に設置した、L-バンド電子線ライナックを用いたナノ秒パルスラジオリ

シス測定装置に、電子ビームと同期させたナノ秒 Nd:YAG レーザーを光励起源として組み合わせた、２段階

励起パルスラジオリシス法を用いた。この測定法では、パルス電子ビーム照射後の任意の時間に、パルスレ

ーザー光により過渡種を光励起することができ、吸光度や発光の時間変化を測定することができる。サンプ

ルは主として 1-ペンタノールを用い、室温、または–60 ℃において測定した。なお、–60 ℃においても 1-ペ

ンタノールは液体であり、この温度では溶媒和電子だけでなく、溶媒和前電子も観測できる。 

3. 結果と考察 

1-ペンタノール中の溶媒和電子を–60 ℃において 532 nm のレーザー光で光励起すると、溶媒和電子の吸光

度の減少（ブリーチ）が観測された。また、このブリーチは回復しなかった。溶媒和前電子が観測できる波

長においても、光励起による溶媒和前電子の生成は確認できなかった。溶媒和電子と溶媒和前電子のモル吸

光係数の比から検討すると、光励起により溶媒和前電子が生成しているならば、十分に観測可能である。従

って、1-ペンタノール中の溶媒和電子の光励起は溶媒和前電子を生成せず、他の反応パスを経由して失われ

ることを示している。光イオン化により作り出した溶媒和電子を光励起する実験はバーバラらによって報告

されているが[2]、放射線により作り出した溶媒和電子の光励起は、バーバラらの報告とは異なる結果となっ

た。当日はこれらの結果を矛盾なく説明する溶媒和電子のエネルギー準位を検討し提案する。 
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